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　　　　591　　　　　　　L．　IP　Li座δ星の週韓週期
　之の星の親線速度が憂化する事は以前より知られてみたけ才しども，之れが分光連星で
あるかどうか？之の競線速度の攣化の性質は今まで㎡しく知られてみなかったもので，
Henroteauは0．157！　Hの週期の大犬座β星型速度曲線ではな）・かと言った事がある．
　エール天文豪で1929年に，覗皇測定のため撮影した乾板から，之の星が軌道蓮動を示
すものらしいことに氣が付いたH，L．　Alden博士（ジョノ・ネスバiグ天文憂）は，アレ
ゲニi，マツコ1ミツク爾天文薩の覗差観廊の材料を再三昧した結果，しわし■座δ星は
その系の重心を，週期1250口（3年牛）で週回し，軌道の長牛裡は0／！05程度の連星系で
あらうと述べてみる．
　之屈しの薦儒は分光糊測に待つ可きものであるが，th・　Sる極微の礎化からでも，連星の
軌道は見常が付けられる程になったわけである．〔AT　Vol　XLV　No．21，1936〕
　　　　592　　　大火球出現
　4月1日23時5分頃，光度一8～9等程慶の一大火球が金屋の小嶺正司氏によって見られ
た推定位置は
　　　　　　　出　現　黒占　　　　α＝＝18⑪。　　　δ篇一8ご）
　　　　　　　溶　減　黒田　　　Ct＝19，5　　　　δ罵一30
色は青白色，附近一帯が明るくなった．
　此の火球を襯測さわた方は和歌出縣有田郡金屋，小愼孝二郎氏宛至急御報告さ才し度い・
　　　　593　　　　　　　食墜星ぎょしや座ζ星の減光
　本年4月21－22日にかけて減光し，5月28－29日頃喉輪復元する・この食攣星の週期は
973日で，前の減光は1934年9月であった．此の食は直径の小さなB型星が直裡の大き
なK刑星に依ってかくされる爲め起る現象であ1），特にK型星の大氣の欺態を調べ
るのに都合がよい・併し滅光範園は僅かに0．5等級であって，月．つ，滅光経績時間も11il
飴しかなv・から精密な観測が必要である．f占｝，4月18日頃より21日まで1〈　O．05等級程の
減光が先づ現はれると考へられる・（花山急報第250號）
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594 流星雨が上層大子の電離に及ぼす影響
　流星雨がケネリ1・ヘビ1サイド暦の電離に及ぼす影響は，1933年インドで，1935年
米噸で，1936年インドで観測された。何れも獅子座流製錬り時の観測であって，共に電
離の碧した事を認めてみる・此虎に昨年のインド・カルカッタの大學無屯研究室で行は
れた結果を蓮べると，レオニド趣大の11月14－15日を中心に前後5目間の，極大透徹度
を測った所，上空100粁のEl暦では14一萄日の夜！～4時までに急激な電離響大が現は
れ，15－16日の同時刻にも稽」曾加したが，其の前後及び他の日には何等の攣化もな．く，
更に150粁のE2暦にても，略之れと同じ結果を示してみる．所が210粁のFl及260粁の
F2暦に於いては殆んど何等の転化がなく，只15一ユ6日の夜Fl層で0時頃少しの」曾加が
現はれた丈である．］．4一一15日の攣化は明らかに流星雨の影響と思はれるが，16－16日は
夜通し磁氣嵐があったので，確かな事は言へない．流星が爽光するのは大礁160～70粁
であるから，流星に依る影響は主としてEl及びE2暦に及ぼされるものであらうか・
（！　ature　351e5）
5S5 銀河外星霧の三線速度
　ヰルソン1．［．！天文紫の60吋と100吋でフユ｝．マ1ソン氏が，凡て“100個の星霧の見掛
の視線速度を襯適した所に依ると，乙女座に集合するものの25個の生霧の挙均の速度は
＋1200粁秒であD，李均偏差は5（♪0粁秒であり，冨眞光度は10．0～15・0等級であるが，光
度と速度との間には別に開係は現はれてるないやうだ・併し，光度速度曲線は，非萄に
虚方の70000000パ［セツクと推定さオしる牧夫座のル霧でも，奇麗に適鷹されてるる事が
確かめられた・凡ての星霧の李均分光型はGr．sであって，晩期型渦絵星霧は明らかに
早期型より青味（Fs．s）がかつてみる・
596 プロ託ネンスの運動
　ヰルソン山のPettitはプロミ木ンスの中で，太陽色球から噴出して藪分乃至数時間内
に非常な高さまで上昇して想えるものの蓮華を研究した．彼は1919年5月29日のものか
ら最近まで38個の斯るプロミネンスを調べた所，之の内7個は上昇速度は一定であった
魁｝S　Y31個は上昇途中で突然速度が智目するのが劇中された・例へば上記最初の場合
を蓮べると，初速5・5粁秒で畷出したものが，突然約3倍の14．7粁秒となり，後ち更に突
然2倍の27・9銀歯に臥し，最後には更に2倍の60粁秒にまで達した．一般に斯の如く噴出
速度が突然櫓博するのは唯一な倍tWtcなってみるらしい・
